
女満別の地電流観測について

b
f
 

’AE－－
 

野 整

On the Earth-Current Potentials at the Memanbetsu 

Magnetic Observatory 

by Noboru BANNO 

By using the data of 1950, the present author investigated the characteristics of earth-current 
potentials at the Memambetsu m包伊eticobservatory, where the o加ervationof 伺 rth-currenthas 
been国 rriedout since November, 1949. This o加ervatoryis apart from the coast of Okho伝b
S回 a加ut15 km. In spite of this pretty large distance, the variation of伺 rth・currentpotential 
at this s包tionpoints mainly normal to the coast-line, as found at the other-observatori田 a回 r
the α闘 t. It may be co悶 ideredthat the fact d旬開dson the difference of the conductivity 
betwe回 1祖 d担 dS伺 ， 叩 dぬeelectricα町出itshave・ a総nd回 cyto flow toward the s回．

Con鈍 qu回 tly,we must consider th~ ph阻omenaof回rth-currentpotentials, which釘 einduced 
by the chang回 ofmagnetic field, from出esぬndpointsof both the electric characterョin出e
vidnity of the station and those in fairly large ar回 surroundingit. 

§ 1.緒官

1949年 11月から閥股された地磁気観測所女満別出張所で地電位訟の観測を行ってゐるが，地電

f吹畿は他の地球電磁気的襲来と異り，その土地の特性により悲しく変化の；方向を異にするので・，女

満別白地電位差的特性を報告するために調査した．

§ 2. 観測施股概況

観測地はオホーツタ海岸から最短距離で約 15粁離れた設かた丘陵地帯にあり，地表面は火山友

で揖われている．観測通告織は東西160米，南北195米でいずれも榔内に股けてある。官t極は各制

共，松下電機製作所製D接地用炭素棒4本からなるもDと， 5lxl20cm2の鋼板からなるものとを，

地下約3米に周囲に木炭Q.J~｝末を充損して埋設してあり．決紫梓，鋼板の各組につき接地起電力の

小さい組主選んで・使用している．接地抵守尤はいずれも 400オーム内外である．錦織は 2mm穫の

四阿被宿線で地上約3米に架線している。検流計は償問電機製作所製の D-3抑.D級を使用して

いる．各成分に二個の検流計を並列に用い，早姐，渥廻の同時記踏を採っている．検流計に直列な

極杭は約 50000 である．

§ 3. 統計の結 果

1950年の毎月平均儲から日変化を求め， 一年間の平均値を求めると第1喪及び弟 1図の如くな
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る。叉ベクトルダ・イヤグラムは第2図の主JIくなり，舗平た指向形の長軸の方向はオホーツク海C海

事手掛にちょうど［底究し，他の海岸地方の結巣と同機である．
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平山氏等によってE此el.
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地球磁場の変化によって誘起される地電位蓄に関しては Chapman,

論ぜられているが，平山氏の式（I)を引用すると
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ととに，

E：.・，1：はそれぞれ引部及び内部変化磁場の張巾及び位相議を表す捜索常散であり，

とたる．
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となり， Es,E,,, H,, H,, D二f齢も O"_<P<I', . ~~＂－ <D一組が決定されるが， Es,E＂＇をそれぞれ
σ..σ68 

地電位義南北成分及び東西成分の変化量とし， Hs, H＂をそれぞれ地磁気の水平分力及び間分力

の変化jjl:として第2喪に掲げた三つの場合につき計算を実施してみた．

第 2 表

劉乙怒時の中，b酬 例併oom 附仰幽 ｜例叫5b50血 ｜例 1Sh27由 l…m I伊 1戸

一一よ；L福一了丁一－ ム 「~g’一「一一e ~；－r三つ… －r 一τ~－ 5I句一13.3

Eψ（mv/km) 一4.0 一 2.2 I 10.s ー 7.5 6.3 

Hs (1) .10.2 9.4 i 7.7 - 31.2 25.4 - 18.7 

B‘’ (')') ・6.0 11.0 : 3.3 - 16.7 5.3 - 17.0 

一－ 一ー一一
"'"' 0.85 0.54 1.35 
V8f 

ヱ盟ー 3.85 3.57 .S.67 
σω 

一一一
醗取の挟義友び緒仮定による式の不完全さにより一致した値は得なかったが，似た値が出た．

§ 4. 結果に対する考察

海岸地方白地従位華麗化が海岸線に垂直な占向に大きくなるのは，随地に比して海水の電気伝場

度が大きいので，地電流はなるべく海D部分を流れようとするためであるう ．今?.f'!,3図に沿いて，
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第 3 図

もし土地が等β性の伝綿度を持っているとした

場合に誘起される帯電位面を点線の如くである

としても，海随分布のために， f底流が ABC 

の経路を辿って流れる棋に寵場は偏怖されるで

あろう．もし海岸に近い O点で，海岸線に袋

店に OX，平行に Oy c観測基線を設けたと

すると， OXに沿う電流は OYに潜って流れ

る電流に比しはるかに大きく，否ACDtlUJ定ずる

電位室長Eは，とれら基線に滑って流れる電流I
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と，樋叡聞の大地抵抗 Rによる電圧降下 E=IRて覗わされるであろうから， OX方向の電枕傾

皮は OY方向D電位制度よりはるかに大きく観測されるであろう．飲に吾々の観測する地電位室長

は，樋板聞で，磁気変化によって積起される電場よりも．観測地附近相当広範聞にわたる地域C状

簡によって傍題される電場であり，上胞の σ＇＂なども，広範囲な地域の電気的性質によってきまる

ものであるう．しかして，ー般に観測基線の延長に電気伝部度D大きな地壇のある方向D基織で

は，他。方向C基線よりも大きた地電位差変化が観測されるであろう．

§ 5. 比 抗抵

~jな女満別に.ti-ける大地比抵抗C地下100米までD観測

結巣は第4聞の語りであり，地表下15米及び25米附近に

不連続な唐があるらしい．艇に深い郁分についての測定は

今後実施する予定である．

§ 6.鯖悟

;t-ホーツク海から約 15粁隠れた女満別に3ないても，海

岸線に垂直な方向に大きく地電位聾が変化する．とれは海

と簡の電気伝縞度c相異に基くであるうが，誉々の測定す

る地電位差は，観測地のみの状態によらず．相当広範囲な
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• 4 図

地域の電気的僚件によって起されるもDであろう．叉当地では．水平的にも護班的にも電気伝噂度

の分布が複雑であり，当然鉛南方向の地電依畿も鵠題されていると忠われるが，将来地電位差の鉛

i在成分も測定した上で検討したいと思う．終りに顧々御指穏を脇った掛村出掛所長に感謝いたしま

す．
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